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　 　　 　 安全に お 使い い た だ く た め に 必ず お 読み く だ さ い安全に お 使い い た だ く た め に 必ず お 読み く だ さ い

●● 本書の 一部ま た は、本書の 一部ま た は、全部を 無断で 複製、全部を 無断で 複製、複写、複写、転載、転載、改変す る こ と は法律で 禁じ ら れて い ま す 。改変す る こ と は法律で 禁じ ら れて い ま す 。

●● 本書の 内容お よ び 製品の 仕様、本書の 内容お よ び 製品の 仕様、意匠等に つ い て は、意匠等に つ い て は、改良の た め に 予告なく 変更す る こ と が あ り ま す 。改良の た め に 予告なく 変更す る こ と が あ り ま す 。
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火災の 原因に な り ま す火災の 原因に な り ま す

◆◆ 正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。

◆◆ 湿気や 埃、湿気や 埃、 油煙、油煙、 湯気が 多い 所に は置か ない で く だ さ い 。湯気が 多い 所に は置か ない で く だ さ い 。

◆◆ 暖房器具の 近く や 直射日光が あ た る 場所など 、暖房器具の 近く や 直射日光が あ た る 場所など 、高温の 場所で 使用し た り 放置し ない高温の 場所で 使用し た り 放置し ない

で く だ さ い 。で く だ さ い 。

◆◆ た こ 足コ ン セ ン ト や 配線器具の 定格を 超え る 使い 方はし ない で く だ さ い 。た こ 足コ ン セ ン ト や 配線器具の 定格を 超え る 使い 方はし ない で く だ さ い 。

◆◆ 電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ

さ い 。さ い 。

◆◆ 内部に 異物を 入れない で く だ さ い 。内部に 異物を 入れない で く だ さ い 。 ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 排気口の あ る 機種は、排気口の あ る 機種は、 排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。

感電や 怪我の 原因に な り ま す感電や 怪我の 原因に な り ま す

◆◆ 正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。

◆◆ 電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ

さ い 。さ い 。

◆◆ 内部に 異物を 入れない く だ さ い 。内部に 異物を 入れない く だ さ い 。

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 濡れた 手で コ ン セ ン ト に さ わ ら ない で く だ さ い 。濡れた 手で コ ン セ ン ト に さ わ ら ない で く だ さ い 。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に 触れた り 周辺機器の 接続を し た り し ない で く だ さ い 。本製品に 触れた り 周辺機器の 接続を し た り し ない で く だ さ い 。

◆◆ 設置、設置、 移動の 時は電源プ ラ グ を 抜き 、移動の 時は電源プ ラ グ を 抜き 、 周辺機器の 接続を 切り 離し て く だ さ い 。周辺機器の 接続を 切り 離し て く だ さ い 。

万一、万一、発熱を 感じ た り 、発熱を 感じ た り 、煙が 出て い た り 、煙が 出て い た り 、変なに お い が する など の 異常を 確認し た 場合は、変なに お い が する など の 異常を 確認し た 場合は、

た だ ち に 電源を 外し 使用を 中止し て お 買い あ げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。た だ ち に 電源を 外し 使用を 中止し て お 買い あ げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。

故障や エ ラ ー の 原因に な り ま す故障や エ ラ ー の 原因に な り ま す

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 排気口の あ る 機種は、排気口の あ る 機種は、 排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。
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序章　 ご 使用に なる 前に序章　 ご 使用に なる 前に

  序　 章序　 章　 ご 使用に な る 前に　 ご 使用に な る 前に

序－１ 　 梱包品目序－１ 　 梱包品目

DLNET-EZDLNET-EZ に は以下の 品目が 含ま れま す 。に は以下の 品目が 含ま れま す 。 　 品目数量を ご 確認下さ い 。　 品目数量を ご 確認下さ い 。

不足が あ る 場合は、不足が あ る 場合は、 弊社営業部ま で ご 連絡下さ い 。弊社営業部ま で ご 連絡下さ い 。

◆◆ DLNET-EZDLNET-EZ 本体本体 11 台台

◆◆ ACAC ア ダ プ タア ダ プ タ  ( (型式型式：： TAS2600)TAS2600) 11 個個

DLNET-EZDLNET-EZ 用の用の ACAC ア ダ プ タ で す 。ア ダ プ タ で す 。

◆◆ 調歩同期用調歩同期用 R S232CR S232C ク ロ ス ケ ー ブ ルク ロ ス ケ ー ブ ル 3m3m 11 本本

両端に両端に Dsub25Dsub25 ピ ン オ ス を 持つピ ン オ ス を 持つ RS232CRS232C の ク ロ ス ケ ー ブ ル で す 。の ク ロ ス ケ ー ブ ル で す 。

◆◆ D su b 9D su b 9 ピ ン 、ピ ン 、 2525 ピ ン 変換コ ネ ク タピ ン 変換コ ネ ク タ 11 個個

接続接続 PCPC がが DOSDOS//VV機の 際に ケ ー ブ ル と の 間に 挿入し て 使用し ま す 。機の 際に ケ ー ブ ル と の 間に 挿入し て 使用し ま す 。

◆◆ タ ー ミ ナ ル ソ フ トタ ー ミ ナ ル ソ フ ト TERM WINTERM WIN CD-R CD-R 11 枚枚

条件設定や 簡単な動作確認が 可能なタ ー ミ ナ ル ソ フ ト で す 。条件設定や 簡単な動作確認が 可能なタ ー ミ ナ ル ソ フ ト で す 。

◆◆ TERM WINTERM WIN  ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ルユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル 11 冊冊

◆◆ DLNET-EZDLNET-EZ ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ルユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル  ( (本誌本誌)) 11 冊冊
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序章　 ご 使用に なる 前に序章　 ご 使用に なる 前に

序－２ 　 注意事項序－２ 　 注意事項

こ の マ ニ ュ ア ル に は、こ の マ ニ ュ ア ル に は、 本製品を 正し く ご 利用頂く た め に の 注意事項、本製品を 正し く ご 利用頂く た め に の 注意事項、 仕様、仕様、 接続方接続方

法等に つ い て 解説し て い ま す 。法等に つ い て 解説し て い ま す 。 必ず お 読みに なり 内容を よ く 理解さ れた 上で お 使い必ず お 読みに なり 内容を よ く 理解さ れた 上で お 使い

下さ い 。下さ い 。

◆◆ 異なる イ ン タ ー フ ェ ー ス を 接続し ない で 下さ い 。異なる イ ン タ ー フ ェ ー ス を 接続し ない で 下さ い 。

異なる イ ン タ ー フ ェ ー ス を 接続す る と 破損や 火災の 原因と なり ま す 。異なる イ ン タ ー フ ェ ー ス を 接続す る と 破損や 火災の 原因と なり ま す 。

◆◆ 湿気や 埃、湿気や 埃、 油煙、油煙、 湯気が ない 所に 置か ない で 下さ い 。湯気が ない 所に 置か ない で 下さ い 。

破損や 火災等の 原因と なり ま す 。破損や 火災等の 原因と なり ま す 。

◆◆ 暖房器具の 近く 等の 高温の 場所で 使用し た り 放置し ない で 下さ い 。暖房器具の 近く 等の 高温の 場所で 使用し た り 放置し ない で 下さ い 。

破損や 火災等の 原因と なり ま す 。破損や 火災等の 原因と なり ま す 。

◆◆ 内部に 異物を 入れない で 下さ い 。内部に 異物を 入れない で 下さ い 。

異物や 水が 入る と 破損や 火災等の 原因と なり ま す 。異物や 水が 入る と 破損や 火災等の 原因と なり ま す 。

◆◆ 本体を 改造し ない で 下さ い 。本体を 改造し ない で 下さ い 。

感電や 怪我、感電や 怪我、 破損の 原因に なり ま す 。破損の 原因に なり ま す 。

◆◆ 本製品を 落と し た り 、本製品を 落と し た り 、 強い 衝撃を 与え ない で 下さ い 。強い 衝撃を 与え ない で 下さ い 。

故障等の 原因と なり ま す 。故障等の 原因と なり ま す 。

◆◆ 万一、万一、 発熱を 感じ た り 、発熱を 感じ た り 、 煙が 出て い た り 、煙が 出て い た り 、変なに お い が す る など の 異常を 確認し変なに お い が す る など の 異常を 確認し

た 場合は、た 場合は、直ち に直ち に LANLAN ケ ー ブ ル 等の ケ ー ブ ル 類及びケ ー ブ ル 等の ケ ー ブ ル 類及び ACACア ダ プ タ 等の 電源を はずア ダ プ タ 等の 電源を はず

し 使用を 中止し て 、し 使用を 中止し て 、 お 買い 上げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。お 買い 上げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。
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序章　 ご 使用に なる 前に序章　 ご 使用に なる 前に

序－３ 　 特　 徴序－３ 　 特　 徴

1)1) DLNET-EZDLNET-EZ は、は、 IEEE802.15.4IEEE802.15.4 物理層を 使用し た物理層を 使用し た 2.4GH2.4GH ｚ 帯無線モ デ ム で す 。ｚ 帯無線モ デ ム で す 。

無線部は無線部は ZIGBEEZIGBEE 仕様の仕様の 2.4GH2.4GH ｚ 帯域の フ リ ー ス ケ ー ル 社製ｚ 帯域の フ リ ー ス ケ ー ル 社製 MC13192MC13192 を 使用しを 使用し

て い ま す 。て い ま す 。

但し但し 、、 無線部プ ロ ト コ ル は独自プ ロ ト コ ル を 使用し て い ま す 。無線部プ ロ ト コ ル は独自プ ロ ト コ ル を 使用し て い ま す 。

2)2) 弊社の弊社の TCPTCP//IPIP プ ロ ト コ ル コ ン バ ー タプ ロ ト コ ル コ ン バ ー タ Enet-REnet-R に 無線コ ア を 搭載し た も の で 、に 無線コ ア を 搭載し た も の で 、 無無

線通信と イ ー サ ネ ッ ト 通信を 行い ま す 。線通信と イ ー サ ネ ッ ト 通信を 行い ま す 。

3)3) 弊社弊社 DLNETDLNET シ リ ー ズ のシ リ ー ズ の DLNET-MZADLNET-MZA ( (シ リ ア ル 、シ リ ア ル 、 ア ナ ロ グ 、ア ナ ロ グ 、 IOIO 制御端末制御端末) ) とと

組み合わ せ て シ ス テ ム を 構築す る こ と が で き ま す 。組み合わ せ て シ ス テ ム を 構築す る こ と が で き ま す 。

4)4) 独自プ ロ ト コ ル を 搭載し て い る 為、独自プ ロ ト コ ル を 搭載し て い る 為、 ホ ス ト 装置はホ ス ト 装置は TCPTCP//IPIPソ ケ ッ ト に 送信し た いソ ケ ッ ト に 送信し た い

デ ー タ を 送る だ け で 無線送信を 行い ま す 。デ ー タ を 送る だ け で 無線送信を 行い ま す 。 　 無線上で は再送も 自動で 行い ま す 。　 無線上で は再送も 自動で 行い ま す 。

受信は受信は TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト か ら 読み出し ま す 。ソ ケ ッ ト か ら 読み出し ま す 。

5)5) 無線チ ャ ン ネ ル は無線チ ャ ン ネ ル は 1616 あ り 、あ り 、 選択出来ま す 。選択出来ま す 。

6)6) １ 対１ に 限ら ず 複数端末装置と の 通信も 可能で す 。１ 対１ に 限ら ず 複数端末装置と の 通信も 可能で す 。

7)7) ロ ー ミ ン グ 機能を 使用し た シ ス テ ム の 親機ロ ー ミ ン グ 機能を 使用し た シ ス テ ム の 親機  ((ア ク セ ス ポ イ ン トア ク セ ス ポ イ ン ト ) ) と し て の 機能を 持と し て の 機能を 持

ち ま す 。ち ま す 。 複数台の複数台の DLNET-EZDLNET-EZ を 同じ ホ ス ト 装置とを 同じ ホ ス ト 装置と TCPTCP//IPIP 接続す る こ と で 端末接続す る こ と で 端末

((DLNET-MZADLNET-MZA) ) か ら の ロ ー ミ ン グ で 最適親機を 経由し て の 通信が 可能で す 。か ら の ロ ー ミ ン グ で 最適親機を 経由し て の 通信が 可能で す 。

8)8) 個体認識と 各種動作条件は各端末の 不揮発メ モ リ に 保存さ れま す 。個体認識と 各種動作条件は各端末の 不揮発メ モ リ に 保存さ れま す 。 こ の 編集はこ の 編集は

TELNETTELNETあ る い はタ ー ミ ナ ル 等で 簡単に 行え ま す 。あ る い はタ ー ミ ナ ル 等で 簡単に 行え ま す 。

9)9) 途中で の 交信先変更や交信状態を チ ェ ッ ク する 等の 用途の た め に コ マ ン ド で の 操途中で の 交信先変更や交信状態を チ ェ ッ ク する 等の 用途の た め に コ マ ン ド で の 操

作も 可能で す 。作も 可能で す 。

10)10)DLNET-EZDLNET-EZ は、は、 電波法の 技術基準適合証明を電波法の 技術基準適合証明を 取得取得し て お り ま す 。し て お り ま す 。
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第１ 章　 無線通信使用例第１ 章　 無線通信使用例

  第１ 章第１ 章　 無線通信使用例　 無線通信使用例

１ －１ 　１ －１ 　 11 対対 1 (1  (あ る い はあ る い は 11 対複数対複数) )  の 使用例の 使用例

こ の シ ス テ ム は、こ の シ ス テ ム は、無線モ デ ム と し て の 装置の 性格と し て 大き く ２ 種類に 分か れま す 。無線モ デ ム と し て の 装置の 性格と し て 大き く ２ 種類に 分か れま す 。

1)1) 無線通信の ホ ス ト と し て の 機能を 持つ 装置無線通信の ホ ス ト と し て の 機能を 持つ 装置

DLNET-EZDLNET-EZはア ク セ ス ポ イ ン トはア ク セ ス ポ イ ン ト  (AP)  (AP) と し てと し て TCPTCP//IPIPで ホ ス ト 装置に 接続し ま す 。で ホ ス ト 装置に 接続し ま す 。

2)2) 無線通信の 端末と し て の 機能を 持つ 装置無線通信の 端末と し て の 機能を 持つ 装置

DLNET-MZADLNET-MZA はは ADAD 測定、測定、 IOIO 制御、制御、 シ リ ア ル デ ー タ 収集／制御と し て 端末装置シ リ ア ル デ ー タ 収集／制御と し て 端末装置

に 接続し てに 接続し て  ( (あ る い は組み込ん であ る い は組み込ん で ) ) 使用し ま す 。使用し ま す 。 [ [DLNETDLNETシ リ ー ズ の マ ニ ュ ア ルシ リ ー ズ の マ ニ ュ ア ル ]]

も 併せ て ご 参照く だ さ い 。も 併せ て ご 参照く だ さ い 。

※※ こ の 例で のこ の 例で の DLNET-EZDLNET-EZ は、は、 無線シ ス テ ム 上は無線シ ス テ ム 上は DLNET-UZDLNET-UZ やや DLNET-MZADLNET-MZA のの

FULLFULL モ ー ド と 同様で す 。モ ー ド と 同様で す 。 複数台の複数台の DLNET-MZADLNET-MZA と の 交信も 可能で す 。と の 交信も 可能で す 。

設定例設定例はは [ [第第 33 章　 条件の 設定、章　 条件の 設定、 変更方法変更方法] ] を 、を 、 DLNET-MZADLNET-MZAの 設定はの 設定は [ [DLNETDLNET

シ リ ー ズ マ ニ ュ ア ルシ リ ー ズ マ ニ ュ ア ル ] ] を 参照し て く だ さ い 。を 参照し て く だ さ い 。

※※ MODEMODE は動作モ ー ド 設定は動作モ ー ド 設定

CHCH は無線チ ャ ン ネ ルは無線チ ャ ン ネ ル

IDID は自機のは自機の IDID

DESTDESTは相手機のは相手機の IDID

TNPTNP とと PRPR はロ ー ミ ン グ 動作で ははロ ー ミ ン グ 動作で は

ない の で 、ない の で 、 意味を 持た ない意味を 持た ない

ホ ス ト

DLNET-EZ
ID1

DLNET-MZA
ID5

測定コ マ ン ド

測定値

TC P/I P

設定例

DLNET-EZ ID1 DLNET-MZA ID5

CH= 11

ID= 001

DEST=005

TNP=xx

PR=xx

COM=LINK#

MODE=FULL

CH= 11

R=D

ID= 005

DEST= 001
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第１ 章　 無線通信使用例第１ 章　 無線通信使用例

１ －２ 　 ロ ー ミ ン グ 機能を 使っ た 使用例１ －２ 　 ロ ー ミ ン グ 機能を 使っ た 使用例

※※ MODEMODE は動作モ ー ド 設定は動作モ ー ド 設定

CHCH は無線チ ャ ン ネ ルは無線チ ャ ン ネ ル

IIDD は自機のは自機の IDID

DESTDESTは相手機のは相手機の IDID

TNPTNP は全て 同じ 値は全て 同じ 値

PRPR は親順位では親順位で TNPTNP 以内の 異なる 値以内の 異なる 値

設定例

DLNET-EZ ID1

CH= 26

ID= 001

DEST= 000

TNP=05

PR=01

COM= LINK#

MODE=FULL

CH=26

R=E

ID=005

DEST= 000

TNP= 05

(親機) (子機)DLNET-EZ ID2(親機)

CH=26

ID= 002

DEST=000

TNP= 05

PR= 02

DLNET-MZA ID5

ホ ス ト

DLNET-EZ
ID1

DLNET-MZA
ID5

デ ー タ Aは ID1経由で ホ ス ト へ

ID5の 移動に 伴い デ ー タ BはI D2経由で ホ ス ト へ

デ ー タ A

TC P/I P

DLNET-EZ
ID2

DLNET-MZA
ID5

デ ー タ B

移動
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第２ 章　 基本動作第２ 章　 基本動作

  第２ 章第２ 章　 基本動作　 基本動作

２ －１ 　 無線送受信プ ロ ト コ ル２ －１ 　 無線送受信プ ロ ト コ ル  ( (DLNETDLNET シ リ ー ズ 共通シ リ ー ズ 共通))

▼▼ DLNET-EZDLNET-EZは、は、個々の個々の IDID番号の 登録が 必要で す 。番号の 登録が 必要で す 。 ( (出荷時はデ フ ォ ル ト で出荷時はデ フ ォ ル ト で 00とと

なっ て い ま す 。なっ て い ま す 。))

▼▼ 個々の個々の IDID 番号はシ ス テ ム に よ り 割り 振っ て 下さ い 。番号はシ ス テ ム に よ り 割り 振っ て 下さ い 。 IDID 番号は番号は 11 か らか ら 254254 が 使が 使

用で き ま す 。用で き ま す 。

▼▼ 互い に 交信す る 無線同士は同じ 無線チ ャ ン ネ ル に 設定し て お く 必要が あ り 、互い に 交信す る 無線同士は同じ 無線チ ャ ン ネ ル に 設定し て お く 必要が あ り 、ここ

の 設定も 行い ま す 。の 設定も 行い ま す 。 チ ャ ン ネ ル はチ ャ ン ネ ル は 1111 か らか ら 2626 のの 1616 種か ら 選択し ま す 。種か ら 選択し ま す 。

▼▼ TCPTCP//IPIP 関連の関連の IPIP、、 PORTPORT等の 設定も 行い ま す 。等の 設定も 行い ま す 。

※※ 設定方法は、設定方法は、  [ [第第33 章　 条件の 設定、章　 条件の 設定、変更方法変更方法] ] を 参照し て く だ さ い 。を 参照し て く だ さ い 。

ご 使用前に 必ず 必要な 手順ご 使用前に 必ず 必要な 手順

◆◆ 無線交信は同じ 無線チ ャ ン ネ ル に 設定さ れた 無線モ デ ム 同士で の み可能で す 。無線交信は同じ 無線チ ャ ン ネ ル に 設定さ れた 無線モ デ ム 同士で の み可能で す 。

◆◆ 無線送受信の 交信相手の 認識は、無線送受信の 交信相手の 認識は、 個々に 割り 当て た個々に 割り 当て た IDID 番号で 行い ま す 。番号で 行い ま す 。

従っ て 使用開始に あ た り従っ て 使用開始に あ た り IDID や 各種条件を 設定す る 必要が あ り ま す 。や 各種条件を 設定す る 必要が あ り ま す 。

◆◆ 無線送受信は、無線送受信は、 独自の プ ロ ト コ ル を 使用し て い ま す 。独自の プ ロ ト コ ル を 使用し て い ま す 。

◆◆ 発行元、発行元、 宛先は宛先は IDID 番号で 認識し 、番号で 認識し 、 異なる異なる IDID 番号で は受信し ま せ ん 。番号で は受信し ま せ ん 。

◆◆ 送信す る デ ー タ はパ ケ ッ ト 化し て 無線送信さ れま す 。送信す る デ ー タ はパ ケ ッ ト 化し て 無線送信さ れま す 。

◆◆ プ ロ ト コ ル で は、プ ロ ト コ ル で は、 送信パ ケ ッ ト が 宛先と し た 相手に 届い た か を 確認し ま す 。送信パ ケ ッ ト が 宛先と し た 相手に 届い た か を 確認し ま す 。

◆◆ 無線状況が 良く ない 場合に は再送を 行い ま す 。無線状況が 良く ない 場合に は再送を 行い ま す 。 再送間隔は再送間隔は 10msec10msec。。

こ れら の プ ロ ト コ ル 動作は自動で 行われる の で ホ ス ト 装置あ る い は端末装置は送こ れら の プ ロ ト コ ル 動作は自動で 行われる の で ホ ス ト 装置あ る い は端末装置は送

信す る デ ー タ を 無線モ デ ム に 送る だ け で す 。信す る デ ー タ を 無線モ デ ム に 送る だ け で す 。

◆◆ 設定さ れた 回数の 再送を 行っ て も 交信出来ない 場合に は、設定さ れた 回数の 再送を 行っ て も 交信出来ない 場合に は、そ の デ ー タ は破棄さ れそ の デ ー タ は破棄さ れ

ま す 。ま す 。

◆◆ 送信に 失敗し た 情報を ホ ス ト あ る い は端末装置に 返す機能はあ り ま せ ん の で 重要送信に 失敗し た 情報を ホ ス ト あ る い は端末装置に 返す機能はあ り ま せ ん の で 重要

なデ ー タ の 場合は上位ア プ リ ケ ー シ ョ ン で チ ェ ッ ク す る 必要が あ り ま す 。なデ ー タ の 場合は上位ア プ リ ケ ー シ ョ ン で チ ェ ッ ク す る 必要が あ り ま す 。

◆◆ 送信の 宛先は、送信の 宛先は、 設定で 指定し ま す 。設定で 指定し ま す 。 又、又、 コ マ ン ド で も 宛先を 変更出来ま す 。コ マ ン ド で も 宛先を 変更出来ま す 。 コ マコ マ

ン ド で 宛先を 変更し た 後は指定し た 宛先へ デ ー タ が 送ら れま す 。ン ド で 宛先を 変更し た 後は指定し た 宛先へ デ ー タ が 送ら れま す 。コ マ ン ド に つ いコ マ ン ド に つ い

て は、て は、 [ [第第44章　 コ マ ン ド章　 コ マ ン ド ] ] を 参照し て く だ さ い 。を 参照し て く だ さ い 。
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２ －２ 　２ －２ 　 DLNET-EZDLNET-EZ の 送受信の 送受信

◆◆ ホ ス ト 装置は、ホ ス ト 装置は、 DLNET-EZDLNET-EZ とと TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト 通信を 行い ま す 。ソ ケ ッ ト 通信を 行い ま す 。

◆◆ TCPTCP//IPIP の コ ネ ク シ ョ ン が 開設さ れて い る 時に 無線と の 通信が 可能と なり ま す 。の コ ネ ク シ ョ ン が 開設さ れて い る 時に 無線と の 通信が 可能と なり ま す 。

◆◆ TCPTCP//IPIP の デ ー タ パ ケ ッ ト の デ ー タ 部分を 無線送受信し 、の デ ー タ パ ケ ッ ト の デ ー タ 部分を 無線送受信し 、 相手の相手の DLNETDLNET シ リ ーシ リ ー

ズ 機器と デ ー タ の 送受信を 行い ま す 。ズ 機器と デ ー タ の 送受信を 行い ま す 。

◆◆ ホ ス ト 装置はホ ス ト 装置は TCPTCP//IPIPソ ケ ッ ト の デ ー タ と し て 無線送信の デ ー タ を 送り 、ソ ケ ッ ト の デ ー タ と し て 無線送信の デ ー タ を 送り 、 無線か無線か

ら の 受信はソ ケ ッ ト へ の 受信と し て 渡さ れま す 。ら の 受信はソ ケ ッ ト へ の 受信と し て 渡さ れま す 。

◆◆ DLNET-EZDLNET-EZは、は、ホ ス ト 装置あ る い はル ー タ 等が 発行す るホ ス ト 装置あ る い はル ー タ 等が 発行す る ARPARPブ ロ ー ド キ ャ ス トブ ロ ー ド キ ャ ス ト

に 応答し 、に 応答し 、 SYNSYN 要求で コ ネ ク シ ョ ン を 開設し ま す 。要求で コ ネ ク シ ョ ン を 開設し ま す 。

ま たま た 、、 設定に よ っ て は設定に よ っ て は DLNET-EZDLNET-EZを ク ラ イ ア ン ト と し て サ ー バ と し て の ホ ス トを ク ラ イ ア ン ト と し て サ ー バ と し て の ホ ス ト

装置に 接続す る こ と も 可能で す 。装置に 接続す る こ と も 可能で す 。

◆◆ ホ ス ト 装置か ら のホ ス ト 装置か ら の FINFINで コ ネ ク シ ョ ン を 閉じ ま す 。で コ ネ ク シ ョ ン を 閉じ ま す 。ま た 、ま た 、TCPTCP//IPIPの 通信エ ラ ー にの 通信エ ラ ー に

よ る 再送タ イ ム ア ウ ト で はよ る 再送タ イ ム ア ウ ト で は RSTRSTに よ り 強制終了と なり ま す 。に よ り 強制終了と なり ま す 。

◆◆ pingpingを 使用し て ホ ス ト 装置よ り イ ー サ ネ ッ ト 接続の 確認が 出来ま す 。を 使用し て ホ ス ト 装置よ り イ ー サ ネ ッ ト 接続の 確認が 出来ま す 。ホ ス ト 装置ホ ス ト 装置

の マ ニ ュ ア ル を 参考に し て く だ さ い 。の マ ニ ュ ア ル を 参考に し て く だ さ い 。
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２ －３ 　 ロ ー ミ ン グ 動作２ －３ 　 ロ ー ミ ン グ 動作

1)1) ロ ー ミ ン グ と はロ ー ミ ン グ と は

IEEE802.15.4IEEE802.15.4 物理層の 規定で の 無線出力で は交信で き る 範囲が 限ら れま す 。物理層の 規定で の 無線出力で は交信で き る 範囲が 限ら れま す 。

移動体移動体 ( (子機子機) ) の デ ー タ 収集等の 場合は複数の 固定局の デ ー タ 収集等の 場合は複数の 固定局 ( (親機親機) ) を 設け て 、を 設け て 、 子機か ら子機か ら

は移動に 伴い 通信可能な親機を 切り 替え ながら 通信する こ と で 広範囲を カ バー すは移動に 伴い 通信可能な親機を 切り 替え ながら 通信する こ と で 広範囲を カ バー す

る こ と が で き ま す 。る こ と が で き ま す 。

シ ス テ ム と し て は複数の 親機を 有線の イ ー サ ネ ッ ト で ホ ス ト 装置に 接続する こ とシ ス テ ム と し て は複数の 親機を 有線の イ ー サ ネ ッ ト で ホ ス ト 装置に 接続する こ と

で 移動し て い る 子機か ら の デ ー タ を 収集可能と なり ま す 。で 移動し て い る 子機か ら の デ ー タ を 収集可能と なり ま す 。

こ の た め に 特別なプ ロ ト コ ル で 親機を 探す ロ ー ミ ン グ 機能が 追加さ れて い ま す 。こ の た め に 特別なプ ロ ト コ ル で 親機を 探す ロ ー ミ ン グ 機能が 追加さ れて い ま す 。

DLNET-EZDLNET-EZ を 固定局を 固定局 ( (親機親機) ) と し て 、と し て 、 DLNET-MZADLNET-MZA の 移動体の 移動体 ( (子機子機) ) に ロ ー ミに ロ ー ミ

ン グ 用の 設定を 行う こ と で こ の 機能が 使用で き ま す 。ン グ 用の 設定を 行う こ と で こ の 機能が 使用で き ま す 。

ロ ー ミ ン グ を 使用し ない 事も 可能で 、ロ ー ミ ン グ を 使用し ない 事も 可能で 、 こ の 場合はこ の 場合は DLNET-UZDLNET-UZ 等と 同じ よ う に等と 同じ よ う に

IDID、、 DESTDEST、、 コ マ ン ド で の 宛先指定で 指定さ れた 相手と の 通信を 行い ま す 。コ マ ン ド で の 宛先指定で 指定さ れた 相手と の 通信を 行い ま す 。

2)2) 親機親機 (AP)  (AP) と し て の 動作と し て の 動作 ( (DLNET-EZDLNET-EZ))

DLNET-EZDLNET-EZ は、は、 固定位置で の 通信親機固定位置で の 通信親機 (AP)  (AP) と し て の 動作が で き ま す 。と し て の 動作が で き ま す 。

複数の複数の DLNET-EZDLNET-EZ を 移動体の 行動範囲に 適切な間隔を 移動体の 行動範囲に 適切な間隔 ( (親機の ど れか と 交信可能親機の ど れか と 交信可能

なな) ) で 配置し ま す 。で 配置し ま す 。

ホ ス ト 装置は、ホ ス ト 装置は、 複数の複数の DLNET-EZDLNET-EZ に 対し て 複数の ソ ケ ッ ト を 開き 接続し ま す 。に 対し て 複数の ソ ケ ッ ト を 開き 接続し ま す 。

((最大最大 1010 台台))

デ ー タ 送信が 発生し た 子機は、デ ー タ 送信が 発生し た 子機は、そ の 時に 居る 位置で の 最適な親機経由で ホ ス ト にそ の 時に 居る 位置で の 最適な親機経由で ホ ス ト に

デ ー タ を 送信し ま す 。デ ー タ を 送信し ま す 。

ホ ス ト は受信の あ っ た ソ ケ ッ ト の 順に デ ー タ を 取り 出す こ と で 、ホ ス ト は受信の あ っ た ソ ケ ッ ト の 順に デ ー タ を 取り 出す こ と で 、子機が 移動し て子機が 移動し て

も 連続的に デ ー タ を 受け 取れる よ う に なり ま す 。も 連続的に デ ー タ を 受け 取れる よ う に なり ま す 。

あ る 親機に 受信があ っ た 直後あ る 親機に 受信があ っ た 直後 ( (子機が経由し た 親機の 近く に 居る子機が経由し た 親機の 近く に 居る ) ) なら ばホ ス ト はなら ばホ ス ト は

子機か ら 経由し て き た 親機を 経由し て 子機に デ ー タ を 送る こ と が 出来ま す 。子機か ら 経由し て き た 親機を 経由し て 子機に デ ー タ を 送る こ と が 出来ま す 。こ のこ の

場合、場合、 ホ ス ト はコ マ ン ド で 子機のホ ス ト はコ マ ン ド で 子機の IDID を 宛先と し て 指定し ま す 。を 宛先と し て 指定し ま す 。
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3)3) ロ ー ミ ン グ 子機ロ ー ミ ン グ 子機 ( (DLNET-MZADLNET-MZA))

DLNET-EZDLNET-EZ はロ ー ミ ン グ の 子機に は なれま せ ん 。はロ ー ミ ン グ の 子機に は なれま せ ん 。

ロ ー ミ ン グ の シ ス テ ム を 構築す る に は、ロ ー ミ ン グ の シ ス テ ム を 構築す る に は、端末装置で あ る端末装置で あ る DLNET-MZADLNET-MZAに ロ ー ミに ロ ー ミ

ン グ 動作の 設定を 行う 必要が あ り ま す 。ン グ 動作の 設定を 行う 必要が あ り ま す 。

DLNET-MZADLNET-MZA の 設定項目のの 設定項目の R=R= は通常はは通常は R=DR=D で 使用し ま す が 、で 使用し ま す が 、 ロ ー ミ ン グ で はロ ー ミ ン グ で は

R=ER=E と し ま す 。と し ま す 。

こ の こ と でこ の こ と で DLNET-MZADLNET-MZAは無線送信が 発生し た 時に 最適親機を 検索す る 動作をは無線送信が 発生し た 時に 最適親機を 検索す る 動作を

行い ま す 。行い ま す 。

DLNET-EZDLNET-EZ は特に ロ ー ミ ン グ 用の 設定は あ り ま せ ん 。は特に ロ ー ミ ン グ 用の 設定は あ り ま せ ん 。

※※ [3[3--55--55　 ロ ー ミ ン グ 動作の 際に　 ロ ー ミ ン グ 動作の 際に DLNET-MZADLNET-MZA に 設定す る 項目に 設定す る 項目] ] を 参照し て 下さを 参照し て 下さ

い 。い 。

4)4)　 ロ ー ミ ン グ と 非ロ ー ミ ン グ の 違い　 ロ ー ミ ン グ と 非ロ ー ミ ン グ の 違い

DLNET-EZDLNET-EZ と 組み合わ せ ると 組み合わ せ る DLNET-MZADLNET-MZA は、は、 R=DR=D で もで も R=ER=E で も ど ち ら で も 通で も ど ち ら で も 通

信は可能で す 。信は可能で す 。

非ロ ー ミ ン グ 設定の非ロ ー ミ ン グ 設定の R=DR=Dで はで は DLNET-MZADLNET-MZAはは DESTDESTや コ マ ン ド で 指定さ れた 相や コ マ ン ド で 指定さ れた 相

手と 交信出来ま す 。手と 交信出来ま す 。

ロ ー ミ ン グ 設定のロ ー ミ ン グ 設定の R=ER=E で はで は DLNET-MZADLNET-MZA へ の 送信宛先の 指定が あ り ま せ ん 。へ の 送信宛先の 指定が あ り ま せ ん 。

送信デ ー タ が 発生し た 都度、送信デ ー タ が 発生し た 都度、親機を 探し て 最適親機を 決定し 、親機を 探し て 最適親機を 決定し 、そ こ へ 送信し ま す 。そ こ へ 送信し ま す 。

従っ て 非ロ ー ミ ン グ よ り 時間従っ て 非ロ ー ミ ン グ よ り 時間 ( (20msec20msec 程度程度) ) が か か る こ と と なり ま す 。が か か る こ と と なり ま す 。

DLNET-EZDLNET-EZ は、は、 通常設定で ロ ー ミ ン グ へ の 応答通常設定で ロ ー ミ ン グ へ の 応答 ( (DLNET-MZADLNET-MZA がが R= ER= E の 設定の 設定))

も 非ロ ー ミ ン グ の 無線通信も 非ロ ー ミ ン グ の 無線通信 ( (DLNET-MZADLNET-MZA がが R= DR= D の 設定の 設定) ) の ど ち ら に も 対応しの ど ち ら に も 対応し

て い ま す 。て い ま す 。
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  第３ 章第３ 章　 条件の 設定、　 条件の 設定、 変更方法変更方法

３ －１ 　 条件の 設定と は３ －１ 　 条件の 設定と は

DLNET-EZDLNET-EZ の 無線通信プ ロ ト コ ル は不揮発メ モ リ に 登録し たの 無線通信プ ロ ト コ ル は不揮発メ モ リ に 登録し た IDID 番号で 自機と 通信番号で 自機と 通信

相手の 認識を 行い ま す 。相手の 認識を 行い ま す 。 そ の 他に も イ ー サ ネ ッ ト 関連等の 各種設定が あ り ま す 。そ の 他に も イ ー サ ネ ッ ト 関連等の 各種設定が あ り ま す 。

従っ て 使用を 開始す る に あ た り 必要な条件を 設定す る 必要が あ り ま す 。従っ て 使用を 開始す る に あ た り 必要な条件を 設定す る 必要が あ り ま す 。

こ れら の 設定は、こ れら の 設定は、TELNETTELNETあ る い はあ る い は RS232CRS232Cを 使用し た タ ー ミ ナ ル か ら 対話的に 実行を 使用し た タ ー ミ ナ ル か ら 対話的に 実行

出来ま す 。出来ま す 。

一度設定さ れた 無線モ デ ム は、一度設定さ れた 無線モ デ ム は、 電源投入で 設定条件に 従っ て 起動さ れま す電源投入で 設定条件に 従っ て 起動さ れま す

３ －２ 　３ －２ 　 TELN ETTELN ET に よ る 設定モ ー ドに よ る 設定モ ー ド  (Pro g ra m  M od e )  (Pro g ra m  M od e ) へ の 入り 方へ の 入り 方

イ ー サ ネ ッ ト を 介し てイ ー サ ネ ッ ト を 介し て DLNET-EZDLNET-EZ とと TELNETTELNET 通信可能な装置よ り 行い ま す 。通信可能な装置よ り 行い ま す 。

1)1) DOSDOS プ ロ ン プ ト よ りプ ロ ン プ ト よ り TELNETTELNET接続し ま す 。接続し ま す 。

　 　 　 　　 　 　 　 telnet 192.168.0.10telnet 192.168.0.10 ((デ フ ォ ル ト のデ フ ォ ル ト の IPIP 値の 場合値の 場合))

2)2) 接続さ れ以下の 表示と なる の で パ ス ワ ー ド を 入力し ま す 。接続さ れ以下の 表示と なる の で パ ス ワ ー ド を 入力し ま す 。

DLNET-EZ V1.0DLNET-EZ V1.0

Password :Password :

デ フ ォ ル ト の パ ス ワ ー ド は　デ フ ォ ル ト の パ ス ワ ー ド は　 DLNET-EZDLNET-EZ　 で す 。　 で す 。

3)3) プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入っ て ＊＊＊プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入っ て ＊＊＊ PROGRAM MODE PROGRAM MODE＊＊＊と 表示さ れま す。＊＊＊と 表示さ れま す。

プ ロ グ ラ ム モ ー ド 中はプ ロ グ ラ ム モ ー ド 中は PROGPROG//CONNECTCONNECTが 赤色点灯と なり ま す 。が 赤色点灯と なり ま す 。

そ の 後は、そ の 後は、 [ [33--44　　 設定項目表示と 設定方法設定項目表示と 設定方法] ] に 従い 編集を 行い ま す 。に 従い 編集を 行い ま す 。

ご 注意ご 注意 DLNET-EZDLNET-EZ のの IPIP ア ド レ ス はデ フ ォ ル ト でア ド レ ス はデ フ ォ ル ト で 192.168.0.10192.168.0.10 と なっ て い ま す 。と なっ て い ま す 。

DLNET-EZDLNET-EZを 接続す る ネ ッ ト ワ ー ク が上記ア ド レ ス の ま ま 使用し て も 問題を 接続す る ネ ッ ト ワ ー ク が上記ア ド レ ス の ま ま 使用し て も 問題

が ない 事を 確認し て 下さ い 。が ない 事を 確認し て 下さ い 。 以下の 様な場合に はそ の ま ま の以下の 様な場合に はそ の ま ま の IPIPア ド レ ス でア ド レ ス で

TELNETTELNET通信を 行う と 問題が 発生す る 可能性が あ り ま す 。通信を 行う と 問題が 発生す る 可能性が あ り ま す 。

    ◆◆  接続す る ネ ッ ト ワ ー ク の ア ド レ ス 空間が 上記デ フ ォ ル ト と 異なる 場合接続す る ネ ッ ト ワ ー ク の ア ド レ ス 空間が 上記デ フ ォ ル ト と 異なる 場合

    ◆◆  既に デ フ ォ ル ト の ア ド レ ス が 他の 機器で 使用さ れて い る 場合既に デ フ ォ ル ト の ア ド レ ス が 他の 機器で 使用さ れて い る 場合

　　 こ の 様な場合は、こ の 様な場合は、 影響の 無い セ グ メ ン ト 内で影響の 無い セ グ メ ン ト 内で TELNETTELNETに よ る 設定を 行う か 、に よ る 設定を 行う か 、

[[3-33-3　　 RS232CRS232Cタ ー ミ ナ ル か ら の 設定モ ー ドタ ー ミ ナ ル か ら の 設定モ ー ド  (Prog ram Mode)  (Prog ram Mode) へ の 入り 方へ の 入り 方]]のの

方法で方法で IPIP を 変更し て か ら 行い ま す 。を 変更し て か ら 行い ま す 。
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３ －３ 　３ －３ 　 RS232CRS232C か ら の 設定モ ー ドか ら の 設定モ ー ド  (Prog ra m  M od e )  (Prog ra m  M od e ) へ の 入り 方へ の 入り 方

1)1) DLNET-EZDLNET-EZ のの Dsub25Dsub25 コ ネ ク タ と パ ソ コ ン を 添付のコ ネ ク タ と パ ソ コ ン を 添付の RS232CRS232C ケ ー ブ ル とケ ー ブ ル と Dsub9Dsub9--

2525 変換コ ネ ク タ で 接続し ま す 。変換コ ネ ク タ で 接続し ま す 。

2)2) パ ソ コ ン に はタ ー ミ ナ ル を 起動し ま す 。パ ソ コ ン に はタ ー ミ ナ ル を 起動し ま す 。

タ ー ミ ナ ル はタ ー ミ ナ ル は TermWin (TermWin (添付品添付品) ) あ る い はあ る い は HyperTerminalHyperTerminal 等を 使用し ま す 。等を 使用し ま す 。

タ ー ミ ナ ル の 通信条件は、タ ー ミ ナ ル の 通信条件は、 9600BPS9600BPS、、 デ ー タ 長デ ー タ 長 8Bit8Bit、、 パ リ テ ィ 無し で す 。パ リ テ ィ 無し で す 。

(HyperTerminal(HyperTerminal の 場合、の 場合、 EnterEnterキ ー でキ ー で  [ [改行コ ー ド が 出る改行コ ー ド が 出る ] ] に チ ェ ッ ク し て お き まに チ ェ ッ ク し て お き ま

す 。す 。))

3)3) タ ー ミ ナ ル か らタ ー ミ ナ ル か ら @@PROG (Enter) PROG (Enter) と し ま す 。と し ま す 。

タ ー ミ ナ ル 画面に ＊＊＊タ ー ミ ナ ル 画面に ＊＊＊ PROGRAM MODE  PROGRAM MODE ＊＊＊と 表示さ れま す 。＊＊＊と 表示さ れま す 。

プ ロ グ ラ ム モ ー ド 中はプ ロ グ ラ ム モ ー ド 中は PROGPROG//CONNECTCONNECTが 赤色点灯と なり ま す 。が 赤色点灯と なり ま す 。

そ の 後は、そ の 後は、 [ [33--44　　 設定項目表示と 設定方法設定項目表示と 設定方法] ] に 従い 編集を 行い ま す 。に 従い 編集を 行い ま す 。

PROGPROG ス イ ッ チ を 押し なが らス イ ッ チ を 押し なが ら DLNET-EZDLNET-EZ の 電源投入し 、の 電源投入し 、 約約 33 秒押し 続け て い る秒押し 続け て い る

場合も プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る こ と が 出来ま す 。場合も プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る こ と が 出来ま す 。



1212

第３ 章　 条件の 設定、変更方法第３ 章　 条件の 設定、変更方法

３ －４ 　 設定項目表示例と 設定方法３ －４ 　 設定項目表示例と 設定方法

３ －４ －１ 　 表示画面例３ －４ －１ 　 表示画面例

設定値は設定値は TCPTCP//IPIP 関係画面関係画面 (3 (3 ペ ー ジペ ー ジ ) ) と 無線関係画面と 無線関係画面 ( (11 ペ ー ジペ ー ジ ) ) が あ り ま す 。が あ り ま す 。

最初に プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入っ た 状態は最初に プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入っ た 状態は TCPTCP//IPIP 関係画面で す 。関係画面で す 。

TCPTCP//IPIP関係画面で は、関係画面で は、 ( (Enter) Enter) を 押す ご と に 次の ペ ー ジ が 表示さ れ、を 押す ご と に 次の ペ ー ジ が 表示さ れ、 11 行目に行目に 11//33 のの

様に ペ ー ジ が 表示さ れま す 。様に ペ ー ジ が 表示さ れま す 。

例例)) ＊＊＊＊＊＊ PROGRAM 1 PROGRAM 1//3 3 ＊＊＊＊＊＊

DLNET-EZ Ver1.0 AP 2006DLNET-EZ Ver1.0 AP 2006//xxxx//xx ROM VERSIONxx ROM VERSION

B= 9600B= 9600 BPS [2400BPS [2400//48004800// ・・ ・・ ・・ ・・

・・ ・・ ・・

・・ ・・ ・・

TCPTCP//IPIP 関係画面か ら関係画面か ら RFSET (Enter) RFSET (Enter) で 無線関係画面へ 移行し ま す 。で 無線関係画面へ 移行し ま す 。

無線関係画面か ら は、無線関係画面か ら は、 RFEND (Enter) RFEND (Enter) でで TCPTCP//IPIP 関係画面に 戻り ま す 。関係画面に 戻り ま す 。

TELNET IP指定

RS232C

END (Enter)

Prog ram Mode

RFSET

RFEND

(Enter)

(Enter)

(Enter)

TC P/I P

無線関係画面

1 /3

ペ ー ジ

2 /3

ペ ー ジ

3 /3

ペ ー ジ

関係画面

パ ス ワ ー ド

@PROG (Enter)
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３ －４ －２ 　 設定方法３ －４ －２ 　 設定方法 (TCP (TCP//IPIP 関係関係))

1)1) (Enter) (Enter) キ ー の みを 押す と 現在の 設定内容を 再表示し ま す 。キ ー の みを 押す と 現在の 設定内容を 再表示し ま す 。

(Enter) (Enter) を 押す ご と に 次の ペ ー ジ が 表示さ れま す 。を 押す ご と に 次の ペ ー ジ が 表示さ れま す 。

2)2) TCPTCP//IPIP関係画面に 表示し て い る フ ォ ー マ ッ ト と 同じ よ う に キ ー 入力し て関係画面に 表示し て い る フ ォ ー マ ッ ト と 同じ よ う に キ ー 入力し て   (Enter)(Enter)

と す る こ と で 設定内容を 編集し ま す 。と す る こ と で 設定内容を 編集し ま す 。

【 編集例】【 編集例】

PORT=1001 (Enter) PORT=1001 (Enter) で ポ ー ト 番号をで ポ ー ト 番号を 10011001 と し ま す 。と し ま す 。

3)3) 設定で き ない フ ォ ー マ ッ ト 、設定で き ない フ ォ ー マ ッ ト 、 値を 入力し た 場合は値を 入力し た 場合は  ？？  が 表示さ れま す 。が 表示さ れま す 。

4)4) 終了は、終了は、 END (Enter) END (Enter) と し ま す 。と し ま す 。

RS232CRS232C で の 編集で は直ち にで の 編集で は直ち に 5) 5) と なり ま す 。と なり ま す 。

TELNETTELNETで の 編集で は下記が 表示さ れ１ ～で の 編集で は下記が 表示さ れ１ ～ 4 (Enter) 4 (Enter) で 指示し ま す 。で 指示し ま す 。

1:Update and Reboot1:Update and Reboot 設定値を 更新、設定値を 更新、 DLNET-EZDLNET-EZ を 再起動、を 再起動、 TELNETTELNET 終了終了

2:Quit and Reboot2:Quit and Reboot 設定値を 破棄、設定値を 破棄、 DLNET-EZDLNET-EZ を 再起動、を 再起動、 TELNETTELNET 終了終了

3:Updata and Quit3:Updata and Quit 設定値を 更新、設定値を 更新、 TELNETTELNET 終了終了

4:Quit4:Quit 設定値を 破棄、設定値を 破棄、 TELNETTELNET 終了終了

Select number:Select number:

5)5) 不揮発メ モ リ に 記録し て 、不揮発メ モ リ に 記録し て 、LEDLEDを 消灯し て 新し い 設定内容で の 通信状態と なり まを 消灯し て 新し い 設定内容で の 通信状態と なり ま

す 。す 。

こ の と き 不揮発メ モ リ の 内容が 更新さ れま す の で 、こ の と き 不揮発メ モ リ の 内容が 更新さ れま す の で 、次回か ら の 電源投入で は設定次回か ら の 電源投入で は設定

内容で の 起動と なり ま す 。内容で の 起動と なり ま す 。
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３ －４ －３ 　 設定方法３ －４ －３ 　 設定方法 ( (無線関係無線関係))

無線関係の 設定は無線関係の 設定は TCPTCP//IPIP 関係画面の モ ー ド か ら 入り ま す 。関係画面の モ ー ド か ら 入り ま す 。

弊社の 既存の弊社の 既存の Enet-REnet-R ( (イ ー サ ネ ッ ト ／シ リ ア ル プ ロ ト コ ル コ ン バ ー タイ ー サ ネ ッ ト ／シ リ ア ル プ ロ ト コ ル コ ン バ ー タ ) ) に 無線を 組に 無線を 組

み込ん だ 構成の た め 、み込ん だ 構成の た め 、 入れ子式に 設定す る こ と と なり ま し た 。入れ子式に 設定す る こ と と なり ま し た 。

1)1)　　 TCPTCP//IPIP 関係画面が 表示さ れて い る 状態で関係画面が 表示さ れて い る 状態で RFSET (Enter) RFSET (Enter) と 入力す る 。と 入力す る 。

2)2)　　 無線関係の 表示画面と なる 。無線関係の 表示画面と なる 。

こ の 時に 表示し て い る フ ォ ー マ ッ ト と 同じ よ う に キ ー 入力し てこ の 時に 表示し て い る フ ォ ー マ ッ ト と 同じ よ う に キ ー 入力し て  (Enter)  (Enter) と すと す

る こ と で 設定内容を 編集し ま す 。る こ と で 設定内容を 編集し ま す 。

3)3) RFEND (Enter) RFEND (Enter) と 入力し てと 入力し て TCPTCP//IPIP関係の モ ー ド に 戻り ま す 。関係の モ ー ド に 戻り ま す 。

こ の 後はこ の 後は TCPTCP//IPIP 関係の 編集に 戻り 、関係の 編集に 戻り 、 編集作業の 終了は編集作業の 終了は TCPTCP//IPIP 関係の モ ー関係の モ ー

ド か ら 行い ま す 。ド か ら 行い ま す 。
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３ －５ 　 設定項目３ －５ 　 設定項目

３ －５ －１ 　３ －５ －１ 　 TC PTC P//I PI P で 設定が 必要な 項目で 設定が 必要な 項目

1)1) 自機自機 IPIP ア ド レ スア ド レ ス  [ [22//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 192.168.0.10)192.168.0.10)

IP=ddd.ddd .ddd .ddd (Enter)IP=ddd.ddd .ddd .ddd (Enter)

自機自機 IPIP ア ド レ ス を 設定し ま す 。ア ド レ ス を 設定し ま す 。

IPIPア ド レ ス は、ア ド レ ス は、 3232 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (4 (4 バ イ トバ イ ト ) ) で 示さ れま す 。で 示さ れま す 。 88 ビ ッ トビ ッ ト  ( (11 バ イ トバ イ ト ) ) 単位を単位を

ド ッ ト で 区切り 、ド ッ ト で 区切り 、 各各 88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1010 進数で 示し ま す 。進数で 示し ま す 。

個々の個々の dddddd の 部分は、の 部分は、 00 ～～ 255255 で す 。で す 。

2)2) ソ ー ス ポ ー ト ア ド レ スソ ー ス ポ ー ト ア ド レ ス  [2 [2//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0000)0000)

PORT=hhhh (Enter)PORT=hhhh (Enter)

ソ ー ス ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。ソ ー ス ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。

番号は、番号は、 1616 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 ( (22 バ イ トバ イ ト ) ) で 示さ れま す 。で 示さ れま す 。 1616 進数で 指定し ま す 。進数で 指定し ま す 。

ポ ー ト 番号がポ ー ト 番号が 00000000 の 状態は未設定に なり ま す 。の 状態は未設定に なり ま す 。

ご 注意ご 注意 DLNET-EZDLNET-EZ のの PORTPORT の 設定は、の 設定は、 全て全て Hex (16Hex (16 進数進数) ) で の 指定と なり ま す 。で の 指定と なり ま す 。

通信相手機器の ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 等の通信相手機器の ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム 等の PORTPORTがが Dec (10Dec (10 進数進数) ) の 場合が あの 場合が あ

り ま す の で ご 注意下さ い 。り ま す の で ご 注意下さ い 。

DLNET-EZDLNET-EZ 側で側で PORTPORTをを 1000 (Hex) 1000 (Hex) と し た 場合、と し た 場合、 1010 進数で は進数で は 4096 (Dec)4096 (Dec)

と なり ま す 。と なり ま す 。

ポ ー ト 番号のポ ー ト 番号の 00 ～～1024 (0400h) 1024 (0400h) ま で はま で は well-known portwell-known portと し て 予約さ れて いと し て 予約さ れて い

ま す 。ま す 。 通常の デ ー タ 通信に は別の 番号を 設定し て 下さ い 。通常の デ ー タ 通信に は別の 番号を 設定し て 下さ い 。

3)3) ネ ッ ト マ ス ク ア ド レ スネ ッ ト マ ス ク ア ド レ ス   [2[2//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0.0.0.0)0.0.0.0)

NETM=ddd.ddd .ddd .ddd (Enter)NETM=ddd.ddd .ddd .ddd (Enter)

サ ブ ネ ッ ト の 場合に はネ ッ ト マ ス ク 値を 設定し ま す 。サ ブ ネ ッ ト の 場合に はネ ッ ト マ ス ク 値を 設定し ま す 。

設定値は、設定値は、 IPIP ア ド レ ス と 同様な書式で す 。ア ド レ ス と 同様な書式で す 。

4)4) デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ スデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス   [2[2//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0.0.0.0)0.0.0.0)

DEFG= ddd.ddd .ddd .ddd (Enter)DEFG= ddd.ddd .ddd .ddd (Enter)

サ ブ ネ ッ ト の 場合に はデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ 値を 設定し ま す 。サ ブ ネ ッ ト の 場合に はデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ 値を 設定し ま す 。

設定値は、設定値は、 IPIP ア ド レ ス と 同様な書式で す 。ア ド レ ス と 同様な書式で す 。
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３ －５ －２ 　 無線関係の 項目３ －５ －２ 　 無線関係の 項目

5)5) ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ スブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス  [2 [2//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 255.255.255.255)255.255.255.255)

BRDA=ddd.ddd .ddd .ddd (Enter)BRDA=ddd.ddd .ddd .ddd (Enter)

サ ブ ネ ッ ト の ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス を 設定し ま す 。サ ブ ネ ッ ト の ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス を 設定し ま す 。

設定値は、設定値は、 IPIP ア ド レ ス と 同様な書式で す 。ア ド レ ス と 同様な書式で す 。

こ の 値は、こ の 値は、IPIPとと NETMNETM の 設定で 連動し て 変化し ま す 。の 設定で 連動し て 変化し ま す 。特に 変更を 要す る 時に こ の特に 変更を 要す る 時に こ の

コ マ ン ド を 使用し ま す 。コ マ ン ド を 使用し ま す 。

無線関係は、無線関係は、 TCPTCP//IPIP 関係モ ー ド か ら関係モ ー ド か ら RFSET (Enter) RFSET (Enter) で 入り 、で 入り 、 RFEND (Enter) RFEND (Enter) で 抜けで 抜け

て く だ さ い 。て く だ さ い 。

1)1) 無線チ ャ ン ネ ル無線チ ャ ン ネ ル ((デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  CH=11) CH=11)

CH=nn (Enter)CH=nn (Enter) 無線送受信チ ャ ン ネ ル を無線送受信チ ャ ン ネ ル を nn (11nn (11 ～～ 26) 26) に し ま す 。に し ま す 。

同じ シ ス テ ム で 使用す る 無線機は同じ同じ シ ス テ ム で 使用す る 無線機は同じ CHCH 設定と し ま す 。設定と し ま す 。

2)2) 無線送信出力無線送信出力 ((デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  TPW=15) TPW=15)

TPW=nn (Enter)TPW=nn (Enter) 無線送信出力を無線送信出力を nn (0nn (0 ～～ 15) 15) に し ま す 。に し ま す 。

nn MHz nn MHz

11 2405 19 2445

12 2410 20 2450

13 2415 21 2455

14 2420 22 2460

15 2425 23 2465

16 2430 24 2470

17 2435 25 2475

18 2440 26 2480

nn nn

00 -16.6 08 -1.0

01 -16.0 09 -0.5

02 -15.3 10 0.0

03 -14.8 11 0.4

04 -8.8 12 2.1

05 -8.1 13 2.8

06 -7.5 14 3.5

07 -6.9 15 3.6

DBm DBm



1717

第３ 章　 条件の 設定、変更方法第３ 章　 条件の 設定、変更方法

3)3) 再送回数再送回数 ((デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  REP=05) REP=05)

REP=nn (Enter)REP=nn (Enter)

無線異常時の 再送回数の 上限を無線異常時の 再送回数の 上限を nn (1nn (1 ～～ 15) 15) に 指定し ま す 。に 指定し ま す 。

パケ ッ ト が宛先に 届か ない 場合に は、パケ ッ ト が宛先に 届か ない 場合に は、こ こ で 設定さ れた 回数の 再送が行わ れま す。こ こ で 設定さ れた 回数の 再送が行わ れま す。

こ の 再送回数を 超え て も 宛先に 届かない 場合に はこ の 時の デ ータ は破棄さ れま す。こ の 再送回数を 超え て も 宛先に 届かない 場合に はこ の 時の デ ータ は破棄さ れま す。

4)4) ロ ー ミ ン グ の 場合の 親機ロ ー ミ ン グ の 場合の 親機 ( (AP) AP) の 数の 数 ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 TNP=10)TNP=10)

TNP=nn(Enter)TNP=nn(Enter)

こ の シ ス テ ム の 親機こ の シ ス テ ム の 親機 (AP)  (AP) の 数をの 数を 11 ～～1010 台で 指定し ま す 。台で 指定し ま す 。 ロ ー ミ ン グ で 使用す るロ ー ミ ン グ で 使用す る

シ ス テ ム で は全て の 親機と 子機のシ ス テ ム で は全て の 親機と 子機の TNPTNPは同じ 値と し ま す 。は同じ 値と し ま す 。可能なら ば小さ い 方が可能なら ば小さ い 方が

効率的で す 。効率的で す 。

ロ ー ミ ン グ を 使用し ない 場合に はこ の 値は意味を 持ち ま せ ん 。ロ ー ミ ン グ を 使用し ない 場合に はこ の 値は意味を 持ち ま せ ん 。

5)5) ロ ー ミ ン グ の 場合の 親機ロ ー ミ ン グ の 場合の 親機 (AP)  (AP) の 順位の 順位 ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 PR=10)PR=10)

PR=nn (Enter)PR=nn (Enter)

こ の 親機の 順位をこ の 親機の 順位を 11 ～～ TNPTNP 値で 指定し ま す 。値で 指定し ま す 。

親機親機 11 台台 11 台で 異なる 値と し ま す 。台で 異なる 値と し ま す 。

ロ ー ミ ン グ を 使用し ない 場合に はこ の 値は意味を 持ち ま せ ん 。ロ ー ミ ン グ を 使用し ない 場合に はこ の 値は意味を 持ち ま せ ん 。

6)6) 自機自機 IDID 番号番号 ((デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  ID=000) ID=000)

ID=nnn (Enter)ID=nnn (Enter)

自機の自機の IDID 番号を番号を nnnnnn（（ 11 ～～ 254254）） に し ま す 。に し ま す 。

　　 ※※ デ フ ォ ル ト のデ フ ォ ル ト の ID=000ID=000は出荷時試験の 為の 特別なは出荷時試験の 為の 特別な IDIDで す 。で す 。必ず 変更し て く だ必ず 変更し て く だ

さ い 。さ い 。

7)7) 電源投入時の 送信宛先電源投入時の 送信宛先 IDID 番号番号 ((デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  DEST=000) DEST=000)

DEST= nnn (Enter)DEST= nnn (Enter)

電源投入時の 無線送信宛先電源投入時の 無線送信宛先 IDID をを nnn (1nnn (1 ～～ 254) 254) に し ま す 。に し ま す 。

端末機の 場合は、端末機の 場合は、 通常は親機通常は親機  ((ホ ス トホ ス ト ) ) のの IDID 番号と し ま す 。番号と し ま す 。

起動後に 、起動後に 、親機親機 ( (ホ ス トホ ス ト ) ) で は、で は、コ マ ン ド で 宛先を こ れ以外に 変更す る こ と が 出来コ マ ン ド で 宛先を こ れ以外に 変更す る こ と が 出来

ま す 。ま す 。端末機の 場合で も 親機か ら の コ マ ン ド で 一時的に 親機宛に 変更す る こ と が端末機の 場合で も 親機か ら の コ マ ン ド で 一時的に 親機宛に 変更す る こ と が

出来ま す 。出来ま す 。
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8)8) ヘ ッ ダ 付加ヘ ッ ダ 付加 ((デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  H=D) H=D)

H=E (Enter)H=E (Enter)

無線受信の 発行元が 変化し た 場合、無線受信の 発行元が 変化し た 場合、ヘ ッ ダ と し て 発行元のヘ ッ ダ と し て 発行元の IDID番号を番号を RS232CRS232Cに 送に 送

信し て か ら 無線受信デ ー タ を 送信し ま す 。信し て か ら 無線受信デ ー タ を 送信し ま す 。

フ ォ ー マ ッ ト はフ ォ ー マ ッ ト は LINK#nnn+cr+ lfLINK#nnn+cr+ lf

LINK#LINK# はは COMCOM の 設定文字列、の 設定文字列、 nnnnnn は発行元は発行元 IDID 番号番号

H=D (Enter)H=D (Enter)

ヘ ッ ダ 無し と し ま す 。ヘ ッ ダ 無し と し ま す 。

9)9) コ マ ン ド 文字コ マ ン ド 文字 ((デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  COM=LINK#) COM=LINK#)

COM=aaaaaa (Enter)COM=aaaaaa (Enter)

コ マ ン ド 文字列をコ マ ン ド 文字列を aaaaaaaaaaaa と し ま す 。と し ま す 。

最大最大 66 文字ま で で 英大文字小文字を 識別し ま す 。文字ま で で 英大文字小文字を 識別し ま す 。

シ リ ア ル 受信が 、シ リ ア ル 受信が 、こ の 文字列か ら の 場合はコ マ ン ド と し て そ の 指示の 動作を 行いこ の 文字列か ら の 場合はコ マ ン ド と し て そ の 指示の 動作を 行い

ま す 。ま す 。

10)10)設定値の 再表示設定値の 再表示

(Enter)(Enter)の みの み

設定値を 再表示し ま す 。設定値を 再表示し ま す 。 確認に 使用し て く だ さ い 。確認に 使用し て く だ さ い 。

11)11)設定値を 登録す る設定値を 登録す る

RFEND (Enter)RFEND (Enter)

TCPTCP//IPIP 画面に 戻り ま す 。画面に 戻り ま す 。 編集は編集は TCPTCP//IPIP 画面に 戻っ て か ら 終了し ま す 。画面に 戻っ て か ら 終了し ま す 。

ご 注意ご 注意 DLNET-EZDLNET-EZの 内部コ マ ン ド で も コ マ ン ド 文字を 使用し て い ま す 。の 内部コ マ ン ド で も コ マ ン ド 文字を 使用し て い ま す 。従っ て 無従っ て 無

効に は出来ま せん の で シ ス テ ム の デ ー タ と 同じ に なら ない 文字列と し ま す 。効に は出来ま せん の で シ ス テ ム の デ ー タ と 同じ に なら ない 文字列と し ま す 。
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３ －５ －３ 　 必要に 応じ て 設定す る 項目３ －５ －３ 　 必要に 応じ て 設定す る 項目

①① DLNET-EZDLNET-EZ を ク ラ イ ア ン ト と す るを ク ラ イ ア ン ト と す る

DLNET-EZDLNET-EZ を ク ラ イ ア ン ト し てを ク ラ イ ア ン ト し て TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る 場合の 設定項コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る 場合の 設定項

目で す 。目で す 。

ホ ス ト 装置か ら コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る 場合に はデ フ ォ ル ト と し ま す 。ホ ス ト 装置か ら コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る 場合に はデ フ ォ ル ト と し ま す 。

　　 ◆◆ 相手相手 IPIP ア ド レ スア ド レ ス   [3[3//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0.0.0.0)0.0.0.0)

nnInnI ＝＝ ddd.ddd .ddd .ddd (Enter)ddd .ddd .ddd .ddd (Enter)

テ ー ブ ルテ ー ブ ル nnnn 番の 相手番の 相手 IPIP ア ド レ ス を 設定し ま す 。ア ド レ ス を 設定し ま す 。

　　 ◆◆ 相手ポ ー ト 番号相手ポ ー ト 番号  [3[3//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0000)0000)

nnP= hhh (Enter)nnP= hhh (Enter)

テ ー ブ ルテ ー ブ ル nnnn 番の 相手ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。番の 相手ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。

　　 ◆◆ 電源投入後の 自動電源投入後の 自動 TCPTCP//IPIP 開設開設  [2[2//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0T)0T)

PW=nnT (Enter)PW=nnT (Enter)

テ ー ブ ルテ ー ブ ル nnnn 番に 対し 電源投入時に番に 対し 電源投入時に TCPTCP//IPIP 自動開設を 行い ま す 。自動開設を 行い ま す 。

PW=1TPW=1T　 で はテ ー ブ ル　 で はテ ー ブ ル 11 番の番の 11II とと 11PP に 設定の 相手に 接続と なり ま す 。に 設定の 相手に 接続と なり ま す 。

も し 開設出来ない 場合は、も し 開設出来ない 場合は、 後述後述 PWTMPWTM 指定の 時間毎に 再実行し 、指定の 時間毎に 再実行し 、 こ の 間こ の 間

CONNECTCONNECTが ゆっ く り 点滅し ま す 。が ゆっ く り 点滅し ま す 。 後述後述 PWCTPWCTで 指定の 回数リ ト ラ イ 後でで 指定の 回数リ ト ラ イ 後で

も 開設で き ない 場合はこ の 処理を 中止し ま す 。も 開設で き ない 場合はこ の 処理を 中止し ま す 。 こ の 動作中に 他か ら コ ネ クこ の 動作中に 他か ら コ ネ ク

ショ ン 開設要求があっ た 場合は開設要求があっ た 相手と 優先し て 開設さ れまショ ン 開設要求があっ た 場合は開設要求があっ た 相手と 優先し て 開設さ れま

す 。す 。

PW= 0T (Enter)PW= 0T (Enter)で 指定なし と なり ま す 。で 指定なし と なり ま す 。

　　 ◆◆ 電源投入後の 自動開設の リ ト ラ イ 回数電源投入後の 自動開設の リ ト ラ イ 回数  [2[2//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 10)10)

PWCTPWCT＝＝ nn (Enter)nn (Enter)

前述前述 PWPW を 指定時に 有効と なり ま す。を 指定時に 有効と なり ま す。 nnnn に ゼロ を 指定し た 場合は無限回と なに ゼロ を 指定し た 場合は無限回と な

り ま す。り ま す。

　　 ◆◆ 電源投入後の 自動開設の リ ト ラ イ 間隔電源投入後の 自動開設の リ ト ラ イ 間隔  [2[2//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 60)60)

PWTMPWTM ＝＝ nnnn (Enter)nnnn (Enter)

前述前述 PWPW を 指定時に 有効と なり ま す 。を 指定時に 有効と なり ま す 。 リ ト ラ イ 間隔リ ト ラ イ 間隔  ((単位秒単位秒) ) でで 3030 ～～ 12001200

が 指定可能で す 。が 指定可能で す 。
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　 ◆　 ◆ TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 切断時の 自動再接続コ ネ ク シ ョ ン 切断時の 自動再接続 [2 [2//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0)0)

DCT= nn (Enter)DCT= nn (Enter)

前述前述PWPW を 指定時に 有効と なり ま す 。を 指定時に 有効と なり ま す 。TCPTCP//IPIP切断後切断後nnnnの 回数再接続を 試みの 回数再接続を 試み

ま す 。ま す 。

00 の 場合は再接続は行い ま せ ん 。の 場合は再接続は行い ま せ ん 。

　 ◆　 ◆ 再接続リ ト ラ イ 間隔再接続リ ト ラ イ 間隔 [2 [2//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0)0)

DTMDTM ＝＝ nn (Enter)nn (Enter)

前述前述 PWPW を 指定でを 指定で DTC=2DTC=2 以上で 有効と なり ま す 。以上で 有効と なり ま す 。

②② 監視等の 条件の 項目監視等の 条件の 項目

　 ◆　 ◆ タ イ ム ア ウ ト の 時間を 変更す るタ イ ム ア ウ ト の 時間を 変更す る  [2 [2//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 120)120)

WAIT=nn (Enter)WAIT=nn (Enter)

通常は通常は120120秒で す が 、秒で す が 、シ ス テ ム で こ の 値を 変更し て も よ い 場合に の み変更しシ ス テ ム で こ の 値を 変更し て も よ い 場合に の み変更し

て 下さ い 。て 下さ い 。

タ イ ム ア ウ ト は最後に 発行さ れた パ ケ ッ ト が 確実に 消滅す る ま で の 時間でタ イ ム ア ウ ト は最後に 発行さ れた パ ケ ッ ト が 確実に 消滅す る ま で の 時間で

ネ ッ ト ワ ー ク 回線の ハ ー ド 的要因で 規定さ れて い ま す 。ネ ッ ト ワ ー ク 回線の ハ ー ド 的要因で 規定さ れて い ま す 。

　 ◆　 ◆ TCPTCP//IPIP デ ー タ 再送、デ ー タ 再送、 終了要求再送の 指定終了要求再送の 指定 [2 [2//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 N)N)

TRY=N (Enter)TRY=N (Enter) 再送タ イ ム ア ウ ト は約再送タ イ ム ア ウ ト は約 99 分で す分で す

TRY= S (Enter)TRY= S (Enter) 再送タ イ ム ア ウ ト は約再送タ イ ム ア ウ ト は約 11 分で す分で す

　 ◆　 ◆ 無通信時の コ ネ ク シ ョ ン 強制終了タ イ マ ー無通信時の コ ネ ク シ ョ ン 強制終了タ イ マ ー  [2 [2//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0)0)

WTM=nn (Enter)WTM=nn (Enter)

nnnn がが 11 ～～ 6060 の 場合は無通信状態がの 場合は無通信状態が nnnn 分経過す る と分経過す る と TCPTCP//IPIPを 切断し ま す 。を 切断し ま す 。

00 の 場合はこ の 機能は無効と なり 切断さ れる こ と はあ り ま せ ん 。の 場合はこ の 機能は無効と なり 切断さ れる こ と はあ り ま せ ん 。
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③③ そ の 他の 項目そ の 他の 項目

　 ◆　 ◆ 無線関係設定値の ホ ス ト 通知無線関係設定値の ホ ス ト 通知 [2 [2//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 D)D)

RFS= E (Enter)RFS= E (Enter)

TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン 開設時に 無線関係の 設定値を ホ ス ト 装置に 送信し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン 開設時に 無線関係の 設定値を ホ ス ト 装置に 送信し ま す 。

無線関係画面の 内容が ソ ケ ッ ト に 送ら れま す 。無線関係画面の 内容が ソ ケ ッ ト に 送ら れま す 。

RFS=D (Enter)RFS=D (Enter)

送信し ま せ ん 。送信し ま せ ん 。

　 ◆　 ◆ TELNETTELNETパ ス ワ ー ドパ ス ワ ー ド  [2 [2//33 ペ ー ジペ ー ジ ]] ((デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 DLNET-EZ)DLNET-EZ)

PASS=xxxxxxxx (Enter)PASS=xxxxxxxx (Enter)

TELNETTELNETロ グ イ ン の パ ス ワ ー ド で 、ロ グ イ ン の パ ス ワ ー ド で 、 最大最大 88 文字指定出来ま す 。文字指定出来ま す 。

　 ◆　 ◆ デ フ ォ ル ト に 戻すデ フ ォ ル ト に 戻す

DEFAULT (Enter)DEFAULT (Enter)

TCPTCP//IPIP 関係と 無線関係の 全て の 設定値を デ フ ォ ル ト と し ま す 。関係と 無線関係の 全て の 設定値を デ フ ォ ル ト と し ま す 。

参　 考参　 考 工場出荷時の デ フ ォ ル ト 値に 戻す に は、工場出荷時の デ フ ォ ル ト 値に 戻す に は、以下の 方法で も 可能で す 。以下の 方法で も 可能で す 。こ の 方法こ の 方法

は、は、 RS232CRS232C やや TELNETTELNETで プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入れない と き に 有効で す 。で プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入れない と き に 有効で す 。

　 ①　 ① PROGPROG ス イ ッ チ を 押し なが らス イ ッ チ を 押し なが ら DLNET-EZDLNET-EZ の 電源を 投入し ま す 。の 電源を 投入し ま す 。

　 ②　 ② PROGPROG のの LEDLED が 赤で 点灯し た ら 、が 赤で 点灯し た ら 、 PROGPROG ス イ ッ チ を 放し ま す 。ス イ ッ チ を 放し ま す 。

　 ③　 ③ 通常の 起動時と 同様に 、通常の 起動時と 同様に 、PROGPROG とと PACETPACETのの LEDLED が 数回点滅後、が 数回点滅後、PROGPROG

のの LEDLED が 赤で 点灯し 、が 赤で 点灯し 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入り ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入り ま す 。

　 ④　 ④ 再び再び PROGPROG ス イ ッ チ を 押す と 、ス イ ッ チ を 押す と 、 PAKETPAKETのの LEDLED が オ レ ン ジ で 点灯し まが オ レ ン ジ で 点灯し ま

す 。す 。 ス イ ッ チ を 押し た ま ま 、ス イ ッ チ を 押し た ま ま 、 PROGPROG とと PAKETPAKETのの LEDLED が 共に 緑の 点灯が 共に 緑の 点灯

に 変わ る ま でに 変わ る ま で PROGPROG ス イ ッ チ を 押し 続け ま す 。ス イ ッ チ を 押し 続け ま す 。

　 ⑤　 ⑤ PROGPROG とと PAKETPAKETが 緑の 点灯に なっ た こ と を 確認し た ら 、が 緑の 点灯に なっ た こ と を 確認し た ら 、ス イ ッ チ を 放ス イ ッ チ を 放

し ま す 。し ま す 。

　 ⑥　 ⑥ PROGPROGとと PAKETPAKETのの LEDLEDが 緑で 点滅し 、が 緑で 点滅し 、工場出荷の 設定で 再起動し ま す 。工場出荷の 設定で 再起動し ま す 。

　 ⑦　 ⑦ TCPTCP 関係／無線関係の ど ち ら も 工場出荷時の 設定と なり ま す 。関係／無線関係の ど ち ら も 工場出荷時の 設定と なり ま す 。
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３ －５ －４ 　 デ フ ォ ル ト 設定で 使用す る 項目３ －５ －４ 　 デ フ ォ ル ト 設定で 使用す る 項目

弊社の 既存の弊社の 既存の Enet-REnet-R ( (イ ー サ ネ ッ ト ／シ リ ア ル プ ロ ト コ ル コ ン バ ー タイ ー サ ネ ッ ト ／シ リ ア ル プ ロ ト コ ル コ ン バ ー タ ))にに   無線を 組無線を 組

み込ん だ 構成の た め 、み込ん だ 構成の た め 、 DLNET-EZDLNET-EZ と し て は 不要の 項目が あ り ま す 。と し て は 不要の 項目が あ り ま す 。

下記の 項目は、下記の 項目は、 デ フ ォ ル ト で 使用し て く だ さ い 。デ フ ォ ル ト で 使用し て く だ さ い 。

[1[1//33 ペ ー ジペ ー ジ ]]

B= 9600B= 9600

BR=250000BR=250000

D=8D=8

S= 2S= 2

P=NP=N

DEL=DEL=

TIM=0.01TIM=0.01

DTR=DDTR=D

XON=DXON=D

CD=CD=

RMSG=ERMSG=E

[2[2//33 ペ ー ジペ ー ジ ]]

MACMAC ＝＝ hh:hh:hh:hh:hh:hh:hh:hhhh:hh:hh:hh:hh:hh:hh:hh 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス で自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス で

ユ ニ ー ク な番号で す 。ユ ニ ー ク な番号で す 。

OBSP=0000OBSP=0000

CIC=DCIC=D

[3[3//33 ペ ー ジペ ー ジ ]]

　　 nnMnnM ＝＝ hh:hh:hh:hh:hh:hh:hh:hhhh:hh:hh:hh:hh:hh:hh:hh ARPARPに よ り 取得し ま すに よ り 取得し ま す
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ロ ー ミ ン グ で 使用す る 場合に は、ロ ー ミ ン グ で 使用す る 場合に は、 DLNET-MZADLNET-MZA を ロ ー ミ ン グ 動作指定の 設定に すを ロ ー ミ ン グ 動作指定の 設定に す

る 必要が あ り ま す 。る 必要が あ り ま す 。  ( (DLNET-EZDLNET-EZへ の 設定で はあ り ま せ ん 。へ の 設定で はあ り ま せ ん 。))

DLNET-MZADLNET-MZA の プ ロ グ ラ ム モ ー ド での プ ロ グ ラ ム モ ー ド で   R= E (Enter) R= E (Enter) と し て 下さ い 。と し て 下さ い 。

◆◆ ロ ー ミ ン グ 設定　ロ ー ミ ン グ 設定　 R=ER=E

R= ER= E 設定の 場合、設定の 場合、 DLNET-MZADLNET-MZA はデ ー タ 送信が 発生す る と 最適親機を 探し てはデ ー タ 送信が 発生す る と 最適親機を 探し て

そ こ に 対し て デ ー タ を 送信し ま す 。そ こ に 対し て デ ー タ を 送信し ま す 。こ れに よ りこ れに よ り DLNET-MZADLNET-MZAが 移動し て 今ま でが 移動し て 今ま で

の 親機と 交信出来ない 位置と なっ て も 他の 親機経由で ホ ス ト 装置に デ ー タ を 送るの 親機と 交信出来ない 位置と なっ て も 他の 親機経由で ホ ス ト 装置に デ ー タ を 送る

こ と が 出来ま す 。こ と が 出来ま す 。

ホ ス ト 装置か ら 端末のホ ス ト 装置か ら 端末の DLNET-MZADLNET-MZAに 送信す る 場合は、に 送信す る 場合は、デ ー タ が 送ら れて き たデ ー タ が 送ら れて き た

親機の ソ ケ ッ ト に 宛先親機の ソ ケ ッ ト に 宛先IDIDを コ マ ン ド で 指定し て か ら デ ー タ を セ ッ ト し て 、を コ マ ン ド で 指定し て か ら デ ー タ を セ ッ ト し て 、そ の 親そ の 親

機経由で 送信す る こ と と なり ま す 。機経由で 送信す る こ と と なり ま す 。

◆◆ 非ロ ー ミ ン グ 設定　非ロ ー ミ ン グ 設定　 R=DR=D

R=DR=D で はで は DESTDESTで 指定し た 相手、で 指定し た 相手、 KK コ マ ン ド で 指定さ れた 相手、コ マ ン ド で 指定さ れた 相手、 コ マ ン ド で 変更コ マ ン ド で 変更

し た 相手が 送信宛先と なり ま す 。し た 相手が 送信宛先と なり ま す 。

３ －５ －５ 　 ロ ー ミ ン グ 動作の 際に３ －５ －５ 　 ロ ー ミ ン グ 動作の 際に DLNET-MZADLNET-MZA に 設定す る 項目に 設定す る 項目
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  第４ 章第４ 章　 コ マ ン ド　 コ マ ン ド

コ マ ン ド はコ マ ン ド は DLNET-UZDLNET-UZ、、 DLNET-MZADLNET-MZA と 同等で す 。と 同等で す 。  ( (一部、一部、 使用で き ない コ マ ン ド使用で き ない コ マ ン ド

が あ り ま す 。が あ り ま す 。))

ホ ス ト 機器の ソ ケ ッ ト へ コ マ ン ド 文字列を セ ッ ト す る こ と で 無線送信さ れ、ホ ス ト 機器の ソ ケ ッ ト へ コ マ ン ド 文字列を セ ッ ト す る こ と で 無線送信さ れ、そ の 指示そ の 指示

で の 動作と なり ま す 。で の 動作と なり ま す 。 応答が あ る コ マ ン ド はソ ケ ッ ト に レ ス ポ ン ス が 渡さ れま す 。応答が あ る コ マ ン ド はソ ケ ッ ト に レ ス ポ ン ス が 渡さ れま す 。

詳細の 動作は詳細の 動作は [ [DLNETDLNETシ リ ー ズ マ ニ ュ ア ル 　 第シ リ ー ズ マ ニ ュ ア ル 　 第44章　 コ マ ン ド章　 コ マ ン ド ] ] を 参照し て く だ さ い 。を 参照し て く だ さ い 。

1)1) 宛先変更宛先変更

LIN K#nLIN K#n LFCR 指示文字は無し指示文字は無し

2)2) こ の 装置の 現在の 設定内容や 状態を 読むこ の 装置の 現在の 設定内容や 状態を 読む

LIN K #MLIN K #M LFCR MM は英大文字、は英大文字、 番号指定は無し番号指定は無し

3)3) 交信可能な無線モ デ ム交信可能な無線モ デ ム  ( (DLNET-EZDLNET-EZ、、 DLNET-UZDLNET-UZ あ る い はあ る い は DLNET-MZADLNET-MZA) ) のの

存在を 調べ る存在を 調べ る

LIN K#LLIN K#L LFCR LL は英大文字、は英大文字、 番号指定は無し番号指定は無し

4)4) 無線無線 CHCH を 変更す るを 変更す る

LIN K #cCLIN K #cC LFCR cc は無線チ ャ ン ネ ル 番号は無線チ ャ ン ネ ル 番号  (11(11 ～～ 26) 26) 、、 CC は英大文字は英大文字

5)5) 相手送信先の 一時固定と 解除相手送信先の 一時固定と 解除

LIN K#nKLIN K#nK LFCR 　　 固定　固定　 KK は英大文字は英大文字

LIN K #nkLIN K #nk LFCR 解除　解除　 ｋｋ は英小文字は英小文字

6)6) 通信状態テ ス ト通信状態テ ス ト

LIN K #nTLIN K #nT LFCR あ る い はあ る い は LIN K#n tLIN K#n t LFCR

7)7) 通信効率測定通信効率測定

LIN K#n ALIN K#n A LFCR あ る い はあ る い は LIN K#n aLIN K#n a LFCR

8)8) 無線環境の 測定無線環境の 測定

LIN K #ELIN K #E LFCR EE は英大文字、は英大文字、 番号指定は無し番号指定は無し

※※ LINK#nSLINK#nS、、 LIN K#PLIN K#P コ マ ン ド は 使用出来ま せ ん 。コ マ ン ド は 使用出来ま せ ん 。
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  第５ 章第５ 章　 ハ ー ド 仕様　 ハ ー ド 仕様

５ －１ 　 使用環境、５ －１ 　 使用環境、 消費電流消費電流

◆◆ 使用環境使用環境 温度温度 00 ～～ 5050℃℃

湿度湿度 3030 ～～ 8080％％ ( (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 入力電圧範囲入力電圧範囲 DCDC　　 5V (5V (±± 5% )5% )

◆◆ 消費電流消費電流 最大最大 590590 ｍｍ AA//5V5V

◆◆ ACAC ア ダ プ タア ダ プ タ

モ デ ルモ デ ル TAS2600TAS2600

メ ー カ ーメ ー カ ー KAGAKAGA　　 COMPONENTSCOMPONENTS

サ イ ズサ イ ズ 横横：： 48mm48mm　 高さ　 高さ ：： 25.4mm25.4mm　 奥行　 奥行：： 54mm54mm

ケ ー ブ ル 長ケ ー ブ ル 長 約約 1950mm1950mm

重量重量 約約 8585 ±± 10g  (10g  (ケ ー ブ ル を 含むケ ー ブ ル を 含む ))

動作条件動作条件 温度温度 00 ～～ +40+40℃℃

湿度湿度 2020 ～～ 80% RH (80% RH (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

保存条件保存条件 温度温度 －－ 4040 ～～ 7070℃℃

湿度湿度 2020 ～～ 8080％％RH (RH (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

定　 格定　 格 入力入力：： AC100AC100 ～～ 120V120V　　 50/60Hz50/60Hz

出力出力：： DC5VDC5V　　 1.6A1.6A

出力プ ラ グ 　 　 　出力プ ラ グ 　 　 　       EIAJ      EIAJ　　 Type2Type2　 セ ン タ ー　 セ ン タ ー ++

安全規格安全規格 PSEPSE

EMIEMI 規格規格 FCC CLASS B FCC CLASS B //VCCI CLASS BVCCI CLASS B

※※ 11 ACAC ア ダ プ タ を ご 使用の 場合、ア ダ プ タ を ご 使用の 場合、 動作条件及び 保存条件は本体と動作条件及び 保存条件は本体と ACAC ア ダ プ タア ダ プ タ

の 低い 方の 値と なり ま す 。の 低い 方の 値と なり ま す 。

◆◆ 無線部仕様無線部仕様

規格規格 IEEE802.15.4IEEE802.15.4 物理層物理層

周波数周波数 24052405 ～～ 2480MHz (16CH2480MHz (16CH 設定可能設定可能))

拡散方式拡散方式 直接拡散方式直接拡散方式

無線通信速度無線通信速度 250kbps (max)250kbps (max)

送信電力送信電力 1mW (max)1mW (max)

空中線空中線 ダ イ ポ ー ルダ イ ポ ー ル ア ン テ ナア ン テ ナ

プ ロ ト コ ルプ ロ ト コ ル 独自独自
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５ －２ 　 形状、５ －２ 　 形状、 重量重量

【【 DLNET-EZDLNET-EZ】】

◆◆ 寸法／重量寸法／重量 幅幅 120mm120mm，， 高さ高さ 30mm30mm，， 奥行奥行 189mm189mm，， 重量重量  約約 610g610g

((ア ン テ ナ 等突起物含ま ずア ン テ ナ 等突起物含ま ず ))

◆◆ 外観図外観図

縮尺： Fr ee

（ 単位mm）
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５ －３ 　 コ ネ ク タ 仕様５ －３ 　 コ ネ ク タ 仕様

５ －４ 　５ －４ 　 LE DLE D とと S WS W

◆◆ 電源電源 ININ ジ ャ ッ クジ ャ ッ ク ：： 添付の添付の ACAC ア ダ プ タ か らア ダ プ タ か ら DC5VDC5Vを 供給し ま す 。を 供給し ま す 。

◆◆ イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タイ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ   (RJ45)(RJ45)：：

◆◆ RS232CRS232C：： こ の コ ネ ク タ はこ の コ ネ ク タ は RS232CRS232C か ら 設定を 行う 時に の み使用し ま す 。か ら 設定を 行う 時に の み使用し ま す 。

添付の添付の RS232CRS232C ク ロ ス ケ ー ブ ル を 使用し ま す 。ク ロ ス ケ ー ブ ル を 使用し ま す 。

◆◆ POWERPOWER 電源が 投入さ れて い る と き 赤色点灯電源が 投入さ れて い る と き 赤色点灯

◆◆ PROGPROG//CONNECTCONNECT TCPTCP//IPIP 開設中は緑色点灯開設中は緑色点灯

　　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 中は赤色点灯プ ロ グ ラ ム モ ー ド 中は赤色点灯

◆◆ PACKETPACKET TCPTCP パ ケ ッ ト の 送受信時に 緑色点滅パ ケ ッ ト の 送受信時に 緑色点滅

◆◆ PROGPROG 電源投入時に 押し て い る と電源投入時に 押し て い る と RS232CRS232C の プ ロ グ ラ ム モ ー ド にの プ ロ グ ラ ム モ ー ド に

入る入る

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

1 デ ー タ 出力＋ → 送信線＋

2 デ ー タ 出力－ → 送信線－

3 デ ー タ 入力＋ ← 受信線＋

4 NC 未接続　

5 NC 未接続　

6 デ ー タ 入力－ ← 受信線－

7 NC 未接続　

8 NC 未接続　



2828

DLNET-EZDLNET-EZ　　 取り 扱い 説明書　取り 扱い 説明書　 20092009年年88月　 第月　 第77版版

製造、発売元　 デ ー タ リ ン ク 株式会社製造、発売元　 デ ー タ リ ン ク 株式会社

〒〒359-1118359-1118　 埼玉県所沢市け や き 台　 埼玉県所沢市け や き 台2-32-52-32-5

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

11 当社製品は、当社製品は、 当社規定の 社内評価を 経て 出荷さ れて お り ま す が 、当社規定の 社内評価を 経て 出荷さ れて お り ま す が 、保証期間内に 万一保証期間内に 万一

故障し た 場合、故障し た 場合、 無償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。無償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。 お 買い 求め い た だ い た 製品は、お 買い 求め い た だ い た 製品は、

受領後直ち に 梱包を 開け 、受領後直ち に 梱包を 開け 、 検収を お 願い 致し ま す 。検収を お 願い 致し ま す 。

デ ー タ リ ン ク 製品の 保証期間は、デ ー タ リ ン ク 製品の 保証期間は、 当社発送日よ り １ カ 年で す 。当社発送日よ り １ カ 年で す 。

保証期間は保証期間は､､製品貼付の シ リ ア ル ナ ン バ ー で 管理し て い ま す 。製品貼付の シ リ ア ル ナ ン バ ー で 管理し て い ま す 。

保証書はご ざ い ま せ ん 。保証書はご ざ い ま せ ん 。

なお 、なお 、 本製品の ハ ー ド ウ エ ア 部分の 修理に 限ら せ て い た だ き ま す 。本製品の ハ ー ド ウ エ ア 部分の 修理に 限ら せ て い た だ き ま す 。

22 本製品の 故障、本製品の 故障、 ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、 間接の 障害に つ い て 、間接の 障害に つ い て 、 当社は当社は

そ の 責任を 負わ ない も の と し ま す 。そ の 責任を 負わ ない も の と し ま す 。

33 次の よ う な場合に は、次の よ う な場合に は、 保証期間内で も 有償修理に なり ま す 。保証期間内で も 有償修理に なり ま す 。

(1)(1) お 買い 上げ 後の 輸送、お 買い 上げ 後の 輸送、 移動時の 落下、移動時の 落下、 衝撃等で 生じ た 故障お よ び 損傷。衝撃等で 生じ た 故障お よ び 損傷。

(2)(2) ご 使用上の 誤り 、ご 使用上の 誤り 、 あ る い は改造、あ る い は改造、 修理に よ る 故障お よ び 損傷。修理に よ る 故障お よ び 損傷。

(3)(3) 火災、火災、地震、地震、落雷等の 災害、落雷等の 災害、あ る い は異常電圧など の 外部要因に 起因す る 故障あ る い は異常電圧など の 外部要因に 起因す る 故障

お よ び 損傷。お よ び 損傷。

(4)(4) 当社製品に 接続す る 当社以外の 機器に 起因す る 故障お よ び 損傷。当社製品に 接続す る 当社以外の 機器に 起因す る 故障お よ び 損傷。

44 無償保証期間経過後は有償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。無償保証期間経過後は有償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。補修用部品の 保有期間は補修用部品の 保有期間は

原則製造終了後原則製造終了後 55 年間で す 。年間で す 。

なお 、なお 、 こ の 期間内で あ っ て も 、こ の 期間内で あ っ て も 、 補修部品の 在庫切れ、補修部品の 在庫切れ、 部品メ ー カ の 製造中止など に部品メ ー カ の 製造中止など に

よ り 修理で き ない 場合が あ り ま す 。よ り 修理で き ない 場合が あ り ま す 。

55 次の よ う な場合有償で も 修理出来ない 時が あ り ま す 。次の よ う な場合有償で も 修理出来ない 時が あ り ま す 。 PCBPCB 基板全損、基板全損、 ICIC 全損など 、全損など 、

故障状態に よ り 修理価格が 新品価格を 上回る 場合。故障状態に よ り 修理価格が 新品価格を 上回る 場合。

66 製品故障の 場合、製品故障の 場合、 出張修理は致し て お り ま せ ん 。出張修理は致し て お り ま せ ん 。当社あ る い は販売店へ の 持ち 込み当社あ る い は販売店へ の 持ち 込み

修理と なり ま す 。修理と なり ま す 。

77 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内に お い て の み有効で す 。日本国内に お い て の み有効で す 。

保証規定保証規定

ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内

DLNET-EZDLNET-EZに 関する ご 質問、ご 相談は、ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で お 問い 合わせ 下さ い 。に 関する ご 質問、ご 相談は、ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で お 問い 合わせ 下さ い 。

デー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザサ ポ ー ト 課デー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザサ ポ ー ト 課

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791　　 E-m a ilE-m a il：： sup p ort@ d a ta -l ink . c o . jpsup p ort@ d a ta -l ink . c o . jp

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9:00AM9:00～～PM12:00PM12:00　　  PM1:00 PM1:00～～PM5:00PM5:00


